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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期第３四半期 307 6.1 24 △17.7 22 △28.9 15 △42.2

2022年６月期第３四半期 289 50.1 30 － 31 － 26 －

（注）包括利益 2023年６月期第３四半期 14百万円（△49.1％） 2022年６月期第３四半期 28百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年６月期第３四半期 2.76 2.76

2022年６月期第３四半期 4.81 4.80

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年６月期第３四半期 619 592 95.6

2022年６月期 599 568 94.8

（参考）自己資本 2023年６月期第３四半期 592百万円 2022年６月期 568百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年６月期 － 0.00 －

2023年６月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 386 0.9 △34 － △37 － △36 － △6.60

１．2023年６月期第３四半期の連結業績（2022年７月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年６月期の連結業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年６月期３Ｑ 5,555,852株 2022年６月期 5,544,752株

②  期末自己株式数 2023年６月期３Ｑ 3,881株 2022年６月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年６月期３Ｑ 5,548,385株 2022年６月期３Ｑ 5,502,757株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社グループは、「Make Things Intelligent」をミッションに掲げ、画像認識ソフトウェアの開発を行っており

ます。

　当社グループが属する画像認識ソフトウェア業界におきましては、あおり運転や高齢運転者による交通事故が社会

課題となる中、自動車向け先進運転支援システム（ADAS）、ドライバー監視システム（DMS）の普及や自動運転技術

の実用化に向けて、自動車関連企業各社がこれらの取り組みを強化しております。また、社会的なデジタルトランス

フォーメーション（DX）の推進が加速しており、少子高齢化や人口減少といった労働力の課題をAIにより解決する取

り組みも様々な分野で多数行われております。

　こうした環境の中で、当社グループは、量産案件を中心とした新規案件の獲得及びディープラーニングをはじめと

した画像認識技術の研究開発を積極的に進め、当社ライセンス製品の量産台数は累計で200万台を突破しました。ま

た、主力事業であるモビリティ事業に加え、スマートインフラ事業、DX（AI-OCR）事業へとサービス分野を広げ、事

業の拡大を図ってまいりました。

　当第３四半期連結累計期間においては、新規受託開発案件の開発開始が遅延したことから、受託開発収入は前年同

四半期比で減少しましたが、ライセンス収入は既存のドラレコ案件が堅調に推移していることに加え、新車向け車載

カメラ案件の量産台数が増加傾向にあることや、使用権ライセンスの契約もあった影響で、前年同四半期比で増加し

ました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高307,464千円（前年同四半期比6.1％増）、営業利益

24,778千円（同17.7％減）、経常利益22,069千円（同28.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益15,296千円

（同42.2％減）となりました。

　なお、当社グループは「画像認識ソフトウェア開発事業」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省

略しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は542,814千円（前連結会計年度末比7,481千円減）となりまし

た。これは主に、売掛金及び契約資産が79,528千円増加したものの、法人税、消費税の納付及び敷金の差入により

現金及び預金が91,614千円減少したことによるものであります。

　また、固定資産は76,727千円（同27,563千円増）となりました。これは主に、減価償却により有形固定資産が

2,280千円減少したものの、敷金の差入により投資その他の資産が30,194千円増加したことによるものでありま

す。

　以上の結果、資産合計は619,541千円（同20,082千円増）となりました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は27,291千円（同3,674千円減）となりました。これは主に、未

払消費税等が4,703千円減少したことによるものであります。

　以上の結果、負債合計は27,291千円（同3,674千円減）となりました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は592,250千円（同23,757千円増）となりました。これは主に、譲

渡制限付株式の発行に伴い資本金及び資本剰余金がそれぞれ4,684千円増加したこと及び親会社株主に帰属する四

半期純利益の計上に伴い利益剰余金が15,296千円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年６月期の業績予想及び業績予想の前提となる条件につきましては、2023年５月２日に公表いたしました「通

期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。なお、業績予測につきましては、当社グループが現在入手

している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能

性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 470,602 378,987

売掛金及び契約資産 57,860 137,389

仕掛品 60 4,281

前払費用 21,772 22,156

流動資産合計 550,296 542,814

固定資産

有形固定資産 10,846 8,566

無形固定資産 2,065 1,714

投資その他の資産 36,251 66,446

固定資産合計 49,163 76,727

資産合計 599,459 619,541

負債の部

流動負債

未払金 6,494 4,561

未払法人税等 5,872 7,129

未払消費税等 15,319 10,615

賞与引当金 － 331

その他 3,279 4,653

流動負債合計 30,966 27,291

負債合計 30,966 27,291

純資産の部

株主資本

資本金 285,394 290,078

資本剰余金 269,084 273,768

利益剰余金 10,865 26,161

自己株式 － △23

株主資本合計 565,344 589,985

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 3,149 2,265

その他の包括利益累計額合計 3,149 2,265

純資産合計 568,493 592,250

負債純資産合計 599,459 619,541

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 289,730 307,464

売上原価 78,569 82,542

売上総利益 211,160 224,921

販売費及び一般管理費 181,053 200,143

営業利益 30,107 24,778

営業外収益

受取利息 25 33

為替差益 726 －

雑収入 184 7

営業外収益合計 937 41

営業外費用

為替差損 － 680

株式報酬費用 － 2,069

営業外費用合計 － 2,749

経常利益 31,044 22,069

税金等調整前四半期純利益 31,044 22,069

法人税等 4,598 6,773

四半期純利益 26,445 15,296

親会社株主に帰属する四半期純利益 26,445 15,296

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純利益 26,445 15,296

その他の包括利益

為替換算調整勘定 1,893 △883

その他の包括利益合計 1,893 △883

四半期包括利益 28,339 14,412

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 28,339 14,412

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、一部の連結会社において、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる

場合には、見積実効税率に替えて法定実効税率を用いることとしております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、「画像認識ソフトウェア開発事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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